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「オークランド（ニュージーランド）平和船団がシドニーにやってくる」（現地平和団体のリニーフレットより）

［特集］第10回 反トマホーク連動全国会議

もっとでてこい トマ喰い虫

アジア太平洋の非核化・自立の運動とともに

トマホーク艦母港撤回、核艦船寄港禁止を人々の手で！ t 

1989年こそ米韓合同演習

（チームスピリット）を止めよう！

トマホークの配備を許すな！全国連動

●維持会員（月ltl会1t) ●参加会ti(JIItl会it) ●辿信会U

団体 1U 2000円 団体 1日 1000円 年間 1日
個人 1日 1000円 個人 1口 500円 2000円

あなたも仲間に！ （会代は本誌購説料を含みます）
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の
運
動
に
つ
い
て
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
議
論
が
続
い

た
。
運
動
の
方
針
に
関
す
る
共
通
の
意
識
は
、
フ
ァ

イ
フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
反
対
闘
争
の
中
で
各
地
で
ぶ

つ
か
っ
た
壁
を
越
え
る
た
め
に
運
動
を
ど
う
建
て
直

し
情
況
を
逆
転
さ
せ
る
か
に
あ
っ
た
。

横
須
賀
の
報
告
で
新
倉
さ
ん
は
、
自
治
体
を
ゆ
さ

ぶ
れ
ば
、
ゆ
さ
ぶ
っ
た
な
り
の
も
の
は
何
か
で
て
く

る
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
は
確
か
だ
と
思
う
。
が
、
長

埼
市
長
が
平
和
宣
言
で
「
政
府
は
主
体
性
を
も
っ
て

核
の
有
無
を
検
証
せ
よ
」
と
う
た
い
あ
げ
、
こ
れ
を

受
け
て
長
洲
神
奈
川
県
知
事
が
強
い
姿
勢
で
政
府
に

不
満
と
抗
議
の
声
を
う
ち
だ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

外
務
省
の
見
解
は
微
動
だ
に
し
な
か
っ
た
。

ま
た
八
月
末
、
「
国
は
自
ら
の
手
で
非
核
三
原
則

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
よ
り
明
ら
か
で
理
解
し

や
す
い
方
法
を
講
じ
て
」
と
政
府
に
迫
っ
た
佐
世
保

市
長
も
、
そ
の
後
自
民
党
市
議
団
の
問
い
詰
め
で

「
核
疑
惑
が
あ
る
の
は
一
部
の
市
民
だ
け
'
-
な
ど
と

ゆ
り
も
ど
し
が
き
て
お
り
、
似
た
よ
う
な
問
題
は
広

島
県
や
長
崎
市
で
も
起
き
て
い
る
。
各
地
の
住
民
と

国
政
の
狭
間
で
自
治
体
が
揺
れ
動
い
て
い
る
わ
け
で

国
政
レ
ベ
ル
で
も
通
じ
る
世
論
づ
く
り
が
運
動
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が
改
め
て
浮
上
し
た
。

全
国
運
動
と
い
っ
て
も
八
十
四
年
の
ト
マ
ホ
ー
ク

配
備
直
前
を
の
ぞ
け
ば
、
首
都
圏
か
ら
九
州
ま
で
の

太
平
洋
岸
が
中
心
で
、
全
国
的
な
世
論
を
作
る
に
は

さ
ら
に
各
地
に
運
動
の
点
を
い
く
つ
も
つ
く
る
こ
と

五
年
前
に
始
ま
っ
た
全
国
会
議
は
と
う
と
う
十
回

目
を
数
え
た
。
こ
の
間
、
横
須
賀
、
佐
世
保
な
ど
軍

港
で
の
闘
い
を
中
心
に
各
地
の
固
有
性
に
根
ざ
し
た

運
動
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
そ
の
一
っ
―
つ
は
各
地

の
闘
い
と
し
て
何
ら
か
の
必
然
性
と
歴
史
的
意
義
を

も
つ
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
五
年
前
と
比
べ
日
本
を
め
ぐ

る
核
状
況
は
悪
化
こ
そ
す
れ
、
良
く
は
な
っ
て
い
な

い
。
八
十
五
年
＋
月
、
攻
撃
型
原
潜
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン

の
横
須
賀
入
港
で
始
ま
っ
た
ト
マ
ホ
ー
＇
ク
艦
の
日
本

寄
港
は
、
八
十
六
年
八
月
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
l

l

ジー＇

水
上
打
撃
団
の
三
大
軍
港
へ
の
同
時
寄
港
を
へ
て
｀

つ
い
に
今
年
決
定
的
な
段
階
を
迎
え
た
C

世
界
初
の

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
海
外
配
備
が
日
本
で
強
行
さ
れ
、

私
た
ち
も
含
め
て
民
衆
は
そ
の
選
択
を
く
い
と
め
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
の
全
国
会
議
は
、
発
足
以
来
最
大
の
節
目
を

迎
え
、
困
難
な
状
況
の
中
で
私
た
ち
は
ど
こ
へ
行
く

の
か
を
再
度
検
討
し
な
お
す
場
と
し
て
あ
っ
た
。

が
必
要
だ
ろ
う
。
新
た
な
動
き
を
見
せ
る
全
固
の
基

地
に
対
す
る
闘
い
と
の
連
携
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
問
題
意
識
に
沿
っ
て
運
動
の
課
題
、

チ
や
行
動
計
画
が
大
略
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
e

ア
プ
ロ
ー
．

私
た
ち
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
非
核
化
、
自
立
の
運

動
と
と
も
に
歩
む
＾
マ
と
り
わ
け
北
西
大
平
洋
の
軍
拡

と
そ
れ
に
連
動
す
る
日
本
の
軍
拡
に
反
対
す
る
運
動

を
強
め
る
。

(

1

)

ト
マ
ホ
ー
ク
檻
の
母
港
化
を
撒
回
さ
せ
、
核

艦
船
の
日
本
寄
港
を
禁
止
す
る
。

(

2

)

 

「
韓
国
の
非
核
化
」
に
連
動
す
る
反
核
・
反

基
地
運
動
を
作
る
。
・

(

3

)

日
本
周
辺
で
戦
争
の
引
き
金
を
ひ
く
潜
水
艦

戦
争
(

A

s

w

)

体
制
（
通
信
基
地
、
軍
港
、
飛
行

場
）
を
こ
わ
す
。

す
べ
て
の
課
題
の
追
求
に
お
い
て
次
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
心
が
け
る
。

(

1

)

自
治
体
お
よ
び
地
方
議
会
へ
の
世
論
を
強
め

●
ア
プ
ロ
ー
チ

●
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
課
題

●
前
提

[
運
動
方
針
]

る

々
il
I
'
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も
っ
こ
で
て

卜

（
 十

一
月
四
日
夜
か
ら
六
日
昼
ま
で
生
活
ク
ラ
プ
生

協
町
田
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
会
議
に
は
地
元
神
奈

川
、
首
都
圏
に
加
え
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
佐
世
保
、

呉
、
京
都
、
名
古
屋
な
ど
か
ら
五
十
人
が
参
加
し
、

熱
の
入
っ
た
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

ま
ず
前
回
の
呉
で
の
全
国
会
議
（
八
十
七
年
七
月
）

後
、
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ

ー
ヒ
ル
母
港
化
阻
止
の
闘
い
に
つ
い
て
、
横
須
賀
・

神
奈
川
・
佐
世
保
・
九
州
お
よ
び
呉
・
広
島
か
ら
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
討
議
の
前
提
と
な
る
問
題
提

起
が
｛
反
ト
マ
運
動
の
現
状
と
今
後
」
（
田
巻
一
彦

氏
）
、
「
日
本
の
反
核
・
反
基
地
運
動
の
課
題
」

（
前
田
哲
男
氏
）
そ
し
て

3
罪
国
の
反
核
運
動
」

（
徐
東
晩
氏
）
と
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
自

由
討
論
を
へ
て
、
全
国
運
動
と
し
て
の
運
動
・
運
営

の
方
針
に
つ
い
て
、
夜
お
そ
く
ま
で
議
論
が
続
い
た
。

そ
の
夜
の
交
流
会
は
、
例
に
よ
っ
て
様
々
な
出
会

い
や
発
見
が
あ
っ
た
も
の
と
確
信
す
る
。

六
日
の
午
前
中
は
眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
今
後

(

2

)

海
の
チ
ェ
ル
ノ
プ
イ
リ
（
軍
艦
の
核
事
故
）

へ
の
関
心
を
高
め
る
。

(

3

)

日
本
の
軍
拡
全
体
へ
の
関
心
を
高
め
る
◇

(

4

)

国
際
的
世
論
の
形
成
と
共
同
開
争
を
強
め
る
。

(

5

)

反
核
・
反
基
地
運
動
の
文
化
、
行
動
的
イ
メ

l

ー
ジ
を
つ
く
ヽ
り
出
す
。

(

1

)

核
艦
船
寄
港
禁
止
、
ト
マ
ホ
・
ー
ク
艦
母
港
撤

回
の
国
民
的
運
動
を
つ
く
る
（
非
核
三
原
則
の
二
，

五
原
則
化
を
迎
え
う
つ
）
。

＊
核
艦
船
寄
港
地
へ
の
行
脚
や
働
き
か
け
。
と
く

に
鹿
児
島
、
別
府
、
福
岡
、
舞
鶴
、
下
田
、
函
恕

小
樽
゜

＊
世
論
を
広
げ
る
た
め
の
ア
ピ
ー
ー
ル
を
用
意
す
る
。

＊
長
埼
市
長
の
平
和
宣
言
の
非
核
検
証
の
訴
え
を

す
べ
て
の
非
核
自
治
体
に
支
持
す
る
よ
う
求
め
る
つ

＊
世
論
を
動
か
す
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
づ
く
り
（
「

核
事
故
」

「
太
平
洋
演
習
と
基
地
」

「
潜
水
艦
戦

湯浅一郎

（トマホークの配備を
許すな！呉市民の会）
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何
事
も
、
初
め
て
と
言
う
の
は
、
期
待
と
共
に
不

安
も
案
外
大
き
い
も
の
で
す
。
「
反
ト
マ
j
は
自
分

の
心
の
中
に
長
い
間
暖
め
て
き
た
テ
ー
マ
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ご
く
最
近
に
至
る
ま
で
行
動
か
伴
わ
な

っ
て
い
な
か
っ
た
弱
み
も
あ
っ
て
、
今
回
の
「
全
国

会
議
」
出
席
と
い
う
私
の
初
体
験
は
、
緊
張
と
と
も

に
始
ま
り
ま
し
た
。
会
場
が
生
活
ク
ラ
プ
町
田
セ
ン

タ
ー
と
い
う
こ
と
で
は
、
私
自
身
の
活
動
の
生
活
ク

ラ
ブ
（
神
奈
川
）
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
幸
運
で
し

た
が
。
ま
た
、
全
国
会
議
の
案
内
の
表
紙
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
写
真
も
、
こ
の
夏
の
私
の
行
動
と
重
な
っ

て
い
て
、
会
議
出
席
の
資
格
を
得
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
て
勇
気
が
出
ま
し
た
が
。

参
加
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
私
が
特
に
関
心
を
持

っ
た
の
は
、
五
日
午
後
の
問
題
提
起
の
と
こ
ろ
で
、

中
で
も
「
日
本
の
反
核
・
反
基
地
運
動
の
課
題
」

（
前
田
哲
男
・
軍
事
評
論
家
）
と
「
韓
国
の
反
核
運

動
」
（
徐
東
晩
・
現
代
史
研
究
会
）
で
し
た
。

反
ト
マ
運
動
一
年
生
と
し
て
は
、
と
に
か
く
現
実

こ
こ
が
大
き
な
動
き
の
源
に
な
っ
て
欲
し
い

(

1

)

全
国
会
議
、
運
営
委
員
会
、
電
話
相
談
の
基

本
構
造
は
維
持
す
る
。

分
散
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
運
営
の
方

式
を
試
み
る
。

●
運
営
方
針

シ
ー
ト

山
中
悦
子

（
 

争
」
な
ど
）

(

2

)

平
和
船
団
を
広
げ
よ
う
。
海
に
出
よ
う
。

(

3

)

太
平
洋
演
習
（
八
十
九
年
九
月
）
を
止
め
よ

、つ
＊
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト

89
中
止
要
求
の
ハ
ガ
キ
運

動
を
今
す
ぐ
始
め
る
。

＊
前
記
(

1

)

と
連
携
さ
せ
る
。

＊
潜
水
艦
戦
争
の
危
険
性
を
訴
え
る
。

＊
太
平
洋
規
模
の
反
対
運
動
を
呼
び
か
け
る
。
ま

ず
は
情
報
収
集
。

＊
海
の
軍
備
撤
廃
の
た
め
の
国
際
行
動
ウ
ィ
ー
ク

（
八
十
五
年
五
月
二
十
六
日
＼
六
月
四
日
）
の
中

心
テ
ー
マ
と
す
る
。

＊
八
月
広
島
、
長
崎
の
テ
ー
マ
に
。

＊
抗
議
船
を
出
す
。
今
か
ら
プ
ラ
ニ
ン
グ
す
る
。

(

4

)

反
核
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
強
化
。
非
核
コ
ー
ド

の
ア
ッ
プ
・
デ
ー
ト
。

(

5

)

出
版
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
反
ト
マ
通
信
＊
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
出
版
物

（
ト
マ
喰
い
虫
解
説
な
ど
）
＊
基
地
フ
ァ
ク
ト
・

＊
絵
本
な
ど

(

2

)

仕
事
別
の
コ
ー
ヂ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連
絡
調
整

役
）
を
置
く
。

運
営
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
運
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
／
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
反
核
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
国
際
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
／
反
ト
マ
通
信
編
集
長

(

3

)

名
前
を
改
め
よ
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
、

時
間
を
か
け
て
運
営
委
員
会
な
ど
で
継
続
討
論
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

＊
改
名
案
「
核
と
基
地
の
な
い
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
を
1
・
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

敵
の
攻
勢
は
私
た
ち
に
と
っ
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
と
い
う
構
造
は
変
わ
ら
な
い
。
ト
マ
ホ
ー
ク

艦
の
各
地
の
港
へ
の
寄
港
は
、
そ
の
町
に
運
動
を
つ

く
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
一
環
と

し
た
北
西
太
平
洋
の
全
て
の
基
地
群
を
つ
な
ぐ
太
平

洋
演
習
を
め
ぐ
る
闘
い
は
私
た
ち
に
新
た
な
飛
躍
を

要
請
し
て
い
る
。
こ
の
全
国
会
議
を
機
に
心
機
一
転
、

ト
マ
喰
い
虫
の
さ
ら
な
る
増
殖
を
各
地
で
推
進
し
よ

、つ平
和
船
団
編
成
し
動
」
（
伐
佑
i
l
l
代
表
）
は
五
、

六
の
両
日
、
東
以
町
山
市
の
生
活

ク
ラ
ブ
町
山
セ
ン
タ
ー
で
第
十
回

核
艦
船
寄
港
阻
止

k

"

市
民
グ
ル
ー
プ
方
針
全
国
会
議
を
叫
さ
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト

／
 
”
誓
サ
．
イ
ル
的
賊
可
能
な
艦
船
百
出
か
ら
な
る
平
和
船
団
を
糾
成

の
日
本
へ
の
乱
や
母
梢
化
に
反
し
、
岱
載
可
能
な
后
の
日
本
寄

対
す
る
市
柑
ク
ル
ー
プ
「
ト
マ
ホ
貼
を
阻
止
す
る
な
ど
今
後
の
具
体

ー
ク
の
配
仰
苓
町
す
な
／
，
全
因
迎
的
な
迎
動
刀
釘
を
決
め
た
。

を
知
り
た
い
、
そ
れ
に
は
ま
ず
勉
強
と
い
う
と
こ
ろ

だ
か
ら
で
す
。
ま
た
今
、
様
々
な
場
で
、
核
の
コ
ト
、

平
和
の
コ
ト
を
考
え
た
り
話
し
た
り
す
れ
は
必
ず
至

る
の
が
韓
国
の
問
題
と
い
う
こ
と
も
わ
か
（
て
き
ま

し
た
。
八
月
六
日
に
広
島
で
持
た
れ
た
草
の
根
集
会

の
テ
ー
マ
も
「
い
ま
ア
ジ
ア
の
民
衆
と
向
き
あ
う
ー

＇
朝
鮮
半
島
の
平
和
的
統
一
と
非
核
の
太
平
洋
を
め

ざ

し

て

」

で

し

た

。

，

会
議
は
、
受
付
で
沢
山
の
資
料
を
手
に
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
資
料
に
は
全
国
各
地
の
日
々

の
運
動
が
集
約
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
実
践
の
重
み
が

手
に
ズ
シ
リ
と
き
ま
し
た
。
私
の
関
わ
っ
た
「
県
民

運
動
」
の
も
の
を
開
く
と
、
ヨ
コ
ス
カ
に
フ
ァ
イ
フ

と
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
配
備
さ
れ
た
、
あ
の
八
月
三
十

一
日
の
朝
の
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
よ
み
が

え
り
、
今
更
な
が
ら
残
念
で
、
あ
ら
た
め
て
今
後
の

運
動
の
取
り
組
み
に
向
け
る
自
ら
の
フ
ァ
イ
ト
を
確

認
し
ま
し
た
。
各
地
か
ら
の
報
告
、
そ
し
て
ビ
デ
オ

や
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
る
シ
ド
ニ
ー
の
様
子
を
見

（
生
活
ク
ラ
プ
生
協
神
奈
川
）

仕
事
別
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
郵
送
先
を
次
の
よ
う
に
し
ま
す
の
で
御
協
力

下
さ
い
。

佐
世
保
市
比
良
町
七
ー
一

0

佐
々
木
竹
一

0
0
九
五
六
（
二
三
）
八
五
八
一

呉
市
阿
賀
中
央
五

l
-
O
I
四
0

湯
浅
一
郎

0

0
八
二
三
（
七
三
）
四
六
六
〇

翁

で

は

、

横

付

闊

迅

化

『

一

神

奈

川

屎

の

在

日

米

訊

屑

の
撤
回
な
ど
を
求
め
る
迎
動
を
辿
同
会
は
、
神
奈
川
以
横
須
四
r
l
i
、

M
地
に
人
氾
し
た
際
に
詢
上
デ
モ

め
る
こ
と
を
確
認
。
平
和
船
団
づ
良
的
只
佐
世
床
市
な
ど
で
反
核
．
を
行
っ
た
。

く
り
の
ほ
か
、
日
本
の
氾
に
寄
貼
反
韮
地
迎
動
を
行
っ
て
い
る
主
鉦

中
の
核
屈
載
艦
船
が
、
事
故
を
起
や
会
社
旦
、
学
生
な
ど
を
主
体
と

こ
し
た
い
合
に
匁
ピ
さ
れ
る
披
占
し
た
口
の
限
グ
ル
ー
プ
。
八
月
末
、

の
状
況
を
ま
と
デ
オ
の
米
郎
軍
の
巡
洋
艦
「
バ
ン
カ
ー
ヒ

作
成
な
ど
を
行

R
1ど
も
決
め
ル
」
と
駆
逐
艦
「
フ
ァ
イ
フ
」
が

る
中
で
、
私
は
、

L-
ボ

ヽ
‘
’
兌
h
c
 

入
心コ
3
A
 

厄
困
食
蛉芸
゜
＿l-

江
ほ
rl+-
知沿
口
オ
も
ー
参

疇

＜ヽ

9
.
.
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一
刻
も
早
く
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を

話
し
合
い
た
い
気
持
ち
を
つ
の
ら
せ
て
い
き
ま
し
た
C

今
ま
で
の
各
地
で
の
地
道
な
様
々
な
運
動
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
く
ど
う
し
て
も
目
的

を
果
た
す
た
め
に
私
た
ち
は
早
急
に
今
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
よ
り
具
体
的
に
話
し
合
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
今
後
の
運
動
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
「
日
本
の
軍
拡
全
体
へ
の
関
心

を
高
め
る
」
、
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
大
き
く

世
論
を
動
か
す
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
づ
く
り
」
と
い
う

点
に
特
に
共
鳴
し
ま
し
た
。
危
機
感
を
共
有
で
き
る

人
達
を
一
人
で
も
多
く
ふ
や
さ
な
け
れ
ば
大
き
な
動

き
を
生
み
出
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
う
か
ら
で

冒a,; 
“`―渾

、`
従
来
ど
お
り
ト
マ
喰
い
虫
社
へ

＊
そ
の
他

＊
運
動
に
つ
い
て
の
情
報
、
切
り
抜
き

機
関
紙
な
ど

＊
軍
艦
の
寄
港
に
関
す
る
情
報
‘
切
り
抜
き

0
0
七
五
（
七
―
一
）
八
三
五
六
（
青
木
）

〒
六
0
ニ

反
軍
フ
ォ
ー
ラ
ム
京
都
市
西
陣
郵
便
局
私
書
箱
八
一
号

＊
軍
拡
、
基
地
の
動
き
な
ど
体
制
側
の

動
向
に
関
す
る
情
報
、
切
り
抜
き
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そ
の
手
段
（
方
法
）
に
好
き
嫌
い
は
確
か
に
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
ま
ず
興
味
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
そ
の
先
の
話
は
出
来
な
い
の
で
す
。
「
海
の
チ
ェ

ル
ノ
プ
イ
リ
」
と
い
う
表
現
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思

い
ま
し
た
。
運
動
の
た
め
の
運
動
で
は
な
く
、
目
的

度
の
発
言足立
疹

行

（

ト

マ

ボ

ー

ク

阻

止

京

：

L

J

全
国
会
議
に
は
二
回
目
の
参
加
だ
が
、
各
地
の
志

を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
が
意
見
を
交
わ
し
あ
い
運
動

の
認
識
や
行
動
を
共
有
し
て
、
状
況
を
打
ち
破
る
大

き
な
力
を
生
み
だ
そ
う
と
す
る
こ
の
会
議
は
、
今
後

ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
く
る
と
思
う
。

会
議
に
出
さ
れ
た
い
ず
れ
の
報
告
や
提
起
も
、
ま

た
そ
れ
ら
を
受
け
て
の
討
議
も
、
た
が
い
を
触
発
し

あ
う
も
の
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
大
い
に
収
穫
が

あ
っ
た
。
こ
と
に
徐
東
晩
（
ソ
・
ト
ン
マ
ン
）
さ
ん

に
よ
る
韓
国
に
お
け
る
反
核
運
動
の
具
体
的
報
告
は

貴
重
だ
っ
た
。
本
誌
に
概
要
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

今
回
の
会
議
に
は
、
こ
れ
か
ら
へ
向
け
て
の
新
た

な
運
動
・
運
営
方
針
が
提
出
さ
れ
合
意
さ
れ
た
の
だ

が
、
一
連
の
討
議
を
通
じ
て
、
反
核
・
反
基
地
と
い

う
形
に
集
約
さ
れ
て
き
た
反
安
保
の
運
動
が
必
ず
し

史
上
初
の
日
釆
韓
一
一
一
軍
瞥
醤

来
年

9
月
か
ら
1
0
月
に
か
け
て
、
米
太
平
洋
革

が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
含
む
極
東
全
域
で
、
史
上

最
大
の
直
市
浙
習
を
行
う
こ
と
を
非
公
式
に
明
ら

か
に
し
た
（
「
廂
経
新
聞
」
8
8
年
1
0
月
1
6
日
）
。

同
紙
は
「
太
平
洋
地
域
の
す
べ
て
の
同
盟
国
が
参

加
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
が
、
浙
習

海
域
、
軍
隊
の
戦
闘
能
力
か
ら
考
え
て
、
実
質
的

に
は

H
米
韓
三
国
の
合
同
池
習
と
な
る
。
ご
れ
ま

で
こ
の
地
域
で
は
、
日
米
あ
る
い
は
米
韓
の
合
同

演
習
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
三
国
が
統
合
湘

習
を
行
う
の
は
初
め
て
で
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
が

「
対
ソ
全
面
対
決
を
想
定
」
（
「
産
経
」
）
し
て

い
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
極
東
の

N
A
T
O
化
が

い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
に
な
る
。

日
翌
醤
竪
フ
リ
ー
テ
ク
ス

（
釆
渾
軍
大
醤
）
が
合
碑

今
回
の
涌
習
は
太
平
洋
軍
司
令
官
自
ら
、
平
時

で
は
初
め
て
指
揮
を
取
る
と
い
う
、
全
面
核
戦
争

さ
な
が
ら
の
力
の
入
れ
様
だ
が
、
降
っ
て
湧
い
た

様
な
突
然
の
息
い
付
き
で
は
な
い
。
7
0
年
代
に
は

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
の
大
浙
習
は
、
8
0
年
代

疇
ぃ
ま
． 

す。

第 一国

欧
州
と
違
い
、

極
東
で
は
ソ
連
と
の
対
決
の
主
戦

を
果
た
す
た
め
の
運
動
で
あ
る
は
ず
な
の
で
す
か
ら
。

こ
こ
が
大
き
な
動
き
の
源
に
な
っ
て
欲
し
い
と
切
実

に
祈
り
な
が
ら
、
自
ら
の
責
任
を
ど
う
果
た
し
て
い

く
か
を
課
題
に
抱
え
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

※
ち
ょ
っ
ぴ
り
頭
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
て
疲
れ

ま
し
た
。

も
安
保
か
ら
見
え
る
は
ず
の
日
本
の
全
体
像
を
視
野

に
納
め
き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
多

少
の
懸
念
豆
恐
じ
た
。
会
議
の
席
で
も
幾
人
か
か
ら

そ
の
こ
と
に
関
わ
る
発
言
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
一

度
誌
上
で
発
言
し
た
い
。
主
題
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
反
核
・
反
基
地
の
運
動
は
何
と
闘
い
何
を
め
ざ
し

て
い
る
の
か
、
と
い
う
一
点
に
絞
り
こ
ま
れ
る
。
そ

の
共
有
の
過
程
こ
そ
が
、
運
動
に
深
ま
り
と
広
が
り

を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
思
う
。

世
界
で
そ
こ
に
生
き
る
民
衆
の
解
放
を
阻
み
生
活

と
生
命
を
栄
う
こ
と
で
自
国
の
繁
栄
が
約
束
さ
れ
る

と
い
う
根
底
的
歪
み
の
上
に
、
日
本
は
立
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
も
ま
た
自
分
の
生
が
破
壊
さ

れ
て
在
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
死
の
風

装
を
私
た
ち
民
衆
の
力
で
生
の
風
漿
に
作
り
変
え
る

こ
と
、
こ
れ
か
反
核
・
反
基
地
運
動
の
め
ざ
す
も
の

義

空

前

O

J

い

三

に

日

本

参

加

ー
暴
奇
「
タ
プ
ー
」
警
翌
的
な
濃
ー

全
国
運
動
情
報
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

青
木
雅
彦
（
京
都
市
）

を
通
じ
て
こ
の
地
域
で
米
軍
が
行
っ
て
き
た
頂
事
行
動

の
総
仕
上
げ
の
性
格
が
濃
厚
だ
。

8
0
年
代
を
特
徴
付
け
る
軍
事
行
動
の
第
一
が
、
日
米

共
同
演
習
。
安
保
条
約
に
「
魂
」
を
入
れ
た
「
日
米
防

術
協
力
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
」
が

78
年
1
1
月
に
ま

と
ま
っ
て
以
来
、
日
米
共
同
演
習
が
本
格
的
に
始
ま
り
、

早
く
も
8
6
年
1
0
月
に
初
の
三
軍
統
合
浙
習
「
キ
ー
ン
エ
ッ

ジ
'
-
が
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
建
前
と
し

て
「
日
本
淮
独
有
事
」
を
想
定
し
た
日
米
浙
習
で
は
現

実
的
で
な
い
。
同
盟
国
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
紐

合
演
習
へ
と
、
日
米
共
同
演
習
を
拡
大
す
る
の
が
米
軍

の
狙
い
で
あ
る
。

第
二
の
8
0
年
代
型
浙
習
が
、

8
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
米

海
軍
の
、
空
母
機
動
部
隊
を
中
心
と
す
る
、

ソ
連
基
地

の
目
の
前
で
の
示
威
行
動
（
フ
リ
ー
テ
ク
ス
と
命
名
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
）
0

8

4

年
に
は
、
戦
後
最
大
の
五
個

の
空
既
機
動
部
隊
を
動
か
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の

目
と
鼻
の
先
で
挑
発
0
8
6
年
に
は
佐
世
保
に
寄
港
し
た

戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
殴

り
込
み
。
今
年
は
ソ
ウ
ル
五
輪
「
警
戒
」
と
称
し
て
日

木
海
で
演
習
を
行
っ
た
（
海
自
も
史
上
最
大
規
模
で
こ

丸
ご
参
~
叫
）
。

t
i
は
海
。
核
ミ
サ
イ
ル
搭
載
の
戦
略
原
潜
を
巡
る
戦

い
に
な
る
。
し
か
し
海
で
始
ま
っ
た
核
戦
争
は
「
必

ず
し
も
海
洋
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
」

(
8
4

米

国
防
指
針
）
。
従
っ
て
「
抑
止
」
を
完
咽
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
挑
発
的
な
「
海
洋
戦

略
」
に
、
最
前
線
基
地
で
あ
る
日
本
列
島
と
朝
鮮
半

島
に
い
る
同
盟
国
の
軍
隊
の
参
加
が
要
請
さ
れ
る
こ

と
は
「
当
然
」
だ
っ
た
。

「
ル
旨
ン
誓
」
か
つ
・
日
本
器

こ
の
溜
習
こ
そ
が
米
軍
の
本
音
で
あ
り
、
実
戦
の

シ
ナ
リ
オ
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
素
人
で
も
解

る
が
、
日
本
に
せ
よ
、
韓
国
に
せ
よ
、
こ
れ
ま
で
の

「
国
防
政
策
」
の
建
前
を
大
き
く
は
ず
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
そ
の
日
本
政
府
だ
が
、
こ

の
浙
習
に
関
し
て
、
防
衛
庁
筋
は
「
日
本
有
事
以
外

を
想
定
し
た
浙
習
目
的
で
は
集
団
的
自
衛
権
に
隙
れ

る
」
の
で
、
「
太
平
洋
浙
習
の
一
環
と
し
て
日
本
有

事
に
限
定
し
た
日
米
共
同
浙
習
と
し
て
参
加
す
る
」

（
「
日
経
」
1
0
月

31
日
）
と
い
う
。
し
か
し
制
服
サ

イ
ド
は
「
積
極
的
に
検
討
す
る
」
と
言
っ
て
お
り

(
1
0
月

20
日
共
同
通
信
）
、
要
す
る
に
例
の
ご
と
く
、

消
習
実
体
を
言
葉
の
上
で
ご
ま
か
し
て
参
加
す
る
意

向
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
浙
習
の
意
味
を
真
剣
に

検
討
し
た
り
、
国
民
に
対
し
て
そ
れ
を
説
叫
し
よ
う

と
い
う
意
志
は
微
塵
も
な
い
。

最
早
財
テ
ク
で
頭
が
一
杯
の
政
治
家
に
は
頼
れ
な

い
。
国
民
自
ら
が
こ
の
浙
習
の
意
味
を
考
え
決
断
す

る
と
き
だ
。
(
-
九
八
八
年
十
一
月
十
八
日
記
）

,
 

の
は
ず
だ
C

戦
後
日
本
を
規
定
し
て
き
た
基
本
的
政

治
選
択
の
基
軸
に
安
保
が
存
在
し
、
そ
の
軍
事
的
表

象
と
し
て
核
と
基
地
の
恐
る
べ
き
現
状
が
あ
る
。
そ

の
政
治
選
択
を
民
衆
の
が
わ
か
ら
変
え
よ
う
と
す
る

時
、
私
た
ち
に
は
私
た
ち
の
望
む
生
の
風
景
を
構
想

し
、
そ
こ
に
立
っ
て
闘
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
オ

ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
こ
と
ば

だ
。
さ
し
あ
た
っ
て
の
最
大
の
照
準
と
し
て
安
保
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
そ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
全
体
像
を
射
程
に
収
め
た
反
核
・
反
基
地
で
な

け
れ
ば
、
私
た
ち
の
運
動
が
生
の
風
景
へ
の
構
想
を

紡
ぎ
だ
す
こ
と
は
不
可
能
だ
ろ
う
と
思
う
。

韓
国
の
非
核
化
に
連
動
し
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
に

こ
め
ら
れ
る
べ
き
認
識
も
、
日
米
韓
軍
事
体
制
下
で

韓
国
の
核
も
日
本
の
核
と
同
様
極
東
の
安
全
を
損
な

う
か
ら
、
共
同
で
行
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と
以
前
に
、

ま
ず
核
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
そ
の

よ
う
な
体
制
が
朝
鮮
半
島
の
統
一
を
妨
げ
る
も
の
と

し
て
あ
る
以
上
、
日
本
の
運
動
は
そ
れ
を
少
し
で
も

う
ち
崩
す
こ
と
で
韓
国
民
衆
の
反
核
運
動
に
連
な
ら

な
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
は
ず
だ
。

い
わ
ず
も
が
な
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
の
不
十

分
な
発
言
に
つ
い
て
、
読
者
の
方
々
の
ご
意
見
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
け
た
な
ら
う
れ
し
い
。

最
後
に
、
今
回
の
会
議
の
説
営
を
担
当
さ
れ
た
首

都
圏
の
方
々
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
今
後
と
も
、

と
も
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
◇
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民
衆
の
平
和
運
動
が
国
政
レ
ベ
ル
ヘ

私

が

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

を

「

一

年

間

の

逃

避

先

」

に

選

ん

だ

き

っ

か

け

は

、

と

に

も

か

く

に

も

そ

こ

が

「

核

の

な

い

国

」

だ

っ

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な

い

。

し

か

し

も

う

ひ

と

つ

の

動

機

と

し

て

、

で

は

な

ぜ

二

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

は

非

核

国

に

な

り

え

た

の

か

（

な

ぜ

わ

が

国

は

そ

う

な

り

え

て

い

な

い

の

か

）

、

ま

た

そ

れ

は

ど

の

よ

う

に

し

て

実

現

し

た

の

か

、

と

い

っ

た

こ

と

を

、

で

き

れ

ば

探

り

た

い

と

思

っ

た

こ

と

も

あ

っ

た

。

一

年

間

の

い

ろ

い

ろ

な

見

間

か

ら

そ

の

点

を

ま

と

め

て

み

る

と

、

次

の

よ

う

に

な

る

。

ま

ず

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

を

取

り

囲

む

条

件

の

良

さ

が

あ

る

。

こ

れ

は

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

が

南

半

球

の

「

離

れ

小

島

」

で

、

他

国

の

軍

事

的

・

政

治

的

影

響

か

ら

比

較

的

独

立

し

う

る

地

政

学

的

位

置

に

続

く

フ

ラ

ン

ス

の

大

気

圏

内

核

実

験

に

抗

議

し

て

、

グ

リ

ー

ン

ピ

ー

ス

や

C
N
Dな
ど

の

平

和

団

体

が

実

験

場

に

船

を

送

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

時

の

労

働

党

政

府

は

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

政

．
 

府

と

と

も

に

フ

ラ

ン

ス

を

国

際

司

法

裁

判

所

に

訴

え

、

さ

ら

に

海

軍

の

フ

リ

ー

ゲ

ー

ト

艦

に

閣

僚

の

一

人

を

乗

り

こ

ま

せ

、

モ

ル

ロ

ア

環

礁

に

派

遣

す

る

と

い

う

d

こ

と

さ

え

行

な

っ

た

。

こ

れ

ら

の

直

接

行

動

と

国

際

世

論

の

高

ま

り

に

よ

り

、

さ

し

も

の

フ

ラ

ン

ス

も

地

下

核

実

験

に

切

り

か

え

ざ

る

を

え

な

く

な

っ

た

の

で

あ

る

。

一

九

七

六

年

か

ら

は

、

核

艦

船

寄

港

に

反

対

す

る

「

平

和

船

団

」

が

組

織

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

。

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

港

で

は

じ

ま

っ

た

こ

の

運

動

は

あ

っ

と

い

う

間

に

各

地

に

飛

火

し

、

ア

メ

リ

カ

や

イ

ギ

リ

ス

の

核

艦

船

の

乗

組

員

た

ち

は

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

ど

の

港

に

い

つ

入

ろ

う

と

、

雲

霞

の

よ

う

に

自

分

た

ち

の

船

の

ま

わ

り

に

集

ま

っ

て

く

る

ヨ

ッ

ト

や

カ

ヌ

ー

・

サ

ー

フ

ボ

ー

ト

、

時

に

は

潜

水

艦

の

へ

さ

き

に

ま

で

の

ぼ

っ

て

く

る

救

命

胴

衣

を

つ

け

た

傍

若

無

人

な

男

た

ち

に

当

惑

さ

せ

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

一

方

、

陸

上

で

は

核

艦

船

が

入

っ

て

く

る

ご

と

に

万

を

越

え

る

人

々

の

デ

モ

が

行

わ

れ

（

オ

ー

ク

ラ

ン

根
生
い
の
独
立
・
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神

草
の
根
平
和
運
動

、

ー

し

(

3

)

 

非
核
の
国
一
＿

米核艦船ハッドゥを迎える平和船団(1979)

彎~ン、

あ

る

こ

と

が

大

き

い

。

ア

ン

ザ

ス

条

約

で

ア

メ

リ

カ

・

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

と

軍

事

的

に

結

ば

れ

、

歴

代

保

守

党

が

「

ソ

連

脅

威

論

」

を

ふ

り

ま

い

て

き

た

と

は

い

え

、

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

人

は

実

感

と

し

て

そ

れ

ほ

ど

「

外

か

ら

の

脅

威

」

を

感

じ

て

は

い

な

い

。

食

糧

の

自

給

自

足

が

完

全

に

で

き

る

と

い

う

最

低

限

の

安

心

の

保

証

も

、

そ

の

よ

う

な

政

治

的

立

場

を

選

択

す

る

と

き

の

一

要

素

と

な

る

。

ま

た

人

旦

ニ

ニ

0
万

人

と

い

う

、

民

主

主

義

の

「

適

正

規

模

」

と

も

い

う

べ

き

国

の

大

き

さ

が

あ

げ

ら

れ

る

。

顔

の

見

え

る

関

係

、

政

治

と

生

活

が

と

も

か

く

近

い

の

だ

。

こ

れ

に

加

え

て

、

世

界

で

は

じ

め

て

婦

人

参

政

権

を

勝

ち

と

り

(

-

八

九

三

年

）

、

旧

世

界

の

階

級

社

会

を

脱

し

て

、

で

き

う

る

か

ぎ

り

平

等

公

平

な

社

会

を

創

ろ

う

と

努

め

て

き

た

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

歴

史

が

あ

る

。

パ

イ

オ

ニ

ア

精

神

と

草

ね

お

の

根

民

主

主

義

は

、

こ

の

国

の

根

生

い

の

も

の

な

の

だ

。

ド

九

0
万

、

ウ

ェ

リ

ン

ト

ン

三

五

万

の

人

口

か

ら

す

る

と

こ

れ

は

大

変

な

数

で

あ

る

）

、

ま

た

国

の

す

み

ず

み

に

ま

で

非

核

宣

言

地

帯

が

広

が

っ

て

い

っ

た

．

そ

こ

に

住

む

人

々

の

比

率

は

、

一

九

八

三

年

の

二

八

％

か

ら

、

八

七

年

の

七

二

％

へ

と

鷲

異

的

な

伸

び

を

示

し

た

。

こ

の

記

録

は

世

界

一

で

、

い

ま

だ

に

ど

の

国

に

も

破

ら

れ

て

い

な

い

。

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

＇ 
（
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＜

し

て

、

八

四

年

の

総

選

挙

で

労

働

党

が

核

艦

船

オ

否

、

国

の

非

核

化

を

公

約

に

掲

げ

、

政

権

党

で

あ

る

国

民

党

と

の

争

点

を

明

確

に

打

ち

出

し

た

と

き

、

そ

れ

は

民

衆

と

平

和

運

動

が

長

年

積

み

重

ね

て

き

た

も

の

の

国

政

レ

ベ

ル

ヘ

の

伸

長

に

ほ

か

な

ら

な

か

っ

た

。

周

知

の

と

お

り

、

労

働

党

は

こ

の

選

挙

で

大

勝

し

た

の

で

あ

る

。

（

つ

づ

く

）

i
[
-

し
雪
『
'
—
.
』
、
ニ

手
1

-

一

一

九

七

一

年

か

ら

は

、

モ

ル

ロ

ア

環

礁

で

の

引

き

こ

の

よ

う

な

歴

史

的

・

社

会

的

条

件

に

加

え

、

乎

和

運

動

自

体

の

ユ

ニ

ー

ク

な

あ

り

よ

う

が

特

筆

さ

れ

る

べ

き

だ

ろ

う

。

そ

の

徹

底

し

た

「

草

の

根

性

」

「

非

組

織

性

」

に

つ

い

て

は

前

号

で

紹

介

し

た

が

、

そ

の

歴

史

も

実

に

興

味

深

い

も

の

で

あ

る

。

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

反

核

運

動

は

、

す

で

に

一

ノー・ポム・アンダー・ザ・ライン

九

六

0
年

代

初

頭

、

「

赤

道

の

南

に

核

は

い

ら

な

い

」

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

と

す

る

、

先

駆

的

な

「

南

半

球

非

核

地

帯

化

構

想

」

に

始

ま

っ

て

い

た

。

一

九

六

八

年

に

起

こ

っ

た

オ

メ

ガ

基

地

反

対

運

動

は

ベ

ト

ナ

ム

反

戦

運

動

を

上

回

る

規

模

で

た

た

か

わ

れ

、

結

局

こ

の

基

地

を

閉

鎖

に

追

い

込

む

こ

と

に

な

る

。

次
々
に
平
和
運
動
の
波
が

I

山
田
紀
子
ー
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即-T 
ケ
イ暉
皆
様
お
元
気
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

。
2

眸
日
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
：
ス
で
一
ノ
―
Y

ノ
イ
フ
、
バ
ン

月
メ．

I甲
カ
ー
ビ
ル
の
入
港
の
様
子
を
見
て
、
い
よ
い
よ
本
当

198

の
閉
’
い
か
娃
ま
る
の
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

テ
3鍬
そ
こ
で
早
速
提
案
な
の
で
す
が
、
北
海
道
の
反
原

日20

発
訴
訟
を
手
本
と
し
て
、
全
国
運
動
と
し
て
も
日
本

回ー
政
府
を
相
手
と
っ
て
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
は
い
か
が

月毎
で
ー
，
ご
う
。
も
ち
ろ
ん
、
協
力
で
き
る
す
へ
て
の
仲

＿
＂
量
―
―
ニ
―
l
-
l
-

」

U
―
―
―
―
―
-
]
-
=
-
―
―
―
-
―
―
―
―
―
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―
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―
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·
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-
=
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会計報告
'BS.10.25~ 1 1, 1 6) 

」収人］

0前月からの繰．｀

内 経常繰越
訳亡借入金繰越

0会費収人

維持団体

勺「維持個人
1 参加団体
訳i 参加個人
ー通信会員

0カンパ収入

0在庫品光り上げ

0反核ホットライン売り上げ

△360,281 

△234,231 
△376,000 

1 36, 000 

ooooooooo 

0

0

0

0

 
＇，． 

9

9

 

8

0

6

2

 

＂り

5

う、＞

く計＞

［支出］

●家賃（

●光熱費

●電話代

●郵送費

●文具費

●印刷費

●反核ホットライン経費

●郵便振替手数料

●次月への繰越

内——経常繰越
訳し．借入金繰越

11月分）

67,065 

1,700 

9,600 

△445,916 

40,000 

3,648 

12,441 

33,150 

1,380 

66,000 

15,380 

1,300 

△619,215 

△243,215 
△376,000 

く計＞ △445,916 

皆さんからの会費とカンパによって、何

とか毎月の会計を維持することができてい

ますが、何分大きな借金を抱えている状態

です。そろそろまた、年末カンパのことを

お考えいただけると幸いです。
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原
子
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渚
水
搭
パ
ー
ミ
ッ
ト
級
〉

S
級
じ
（
原
子
力
潜
水
搭
ス
タ
・
ー
ジ
ョ
ン
級
）

L
級
サ
（
原
子
力
潜
水
搭
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
級
）

午

囚
睛
伽
謡

(
1
1
2
1
〉

正

反
核
ホ
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ラ
イ
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よ
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(
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.
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バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
(

L

級
）

時

横

須

賀

に

入

港

ガ
ー
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ

後

4
時

出

港

沖
縄
に
入
港
、

ガ
ー
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ

後

3
時

横
須
賀
に
入
港

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
（
し
級
）

横
須
賀
を
出
港

(

P

級
）

(

P

級
）

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
(

L

級
）

時
横
須
賀
に
入
港
し
、

港ガ
ー
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ

横
須
賀
を
出
港
(

P

級
）
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曹

10)

正
午

〈

1
1
.
9
)

30
分
後
に午

午
前

10

正
午
に
出

*
1
1
月
2
1
日
現
在
で
各
港
へ
の
原
子
力
艦
の
入
港
回

数
は
、
横
須
賀

佐
世
保

間
と
連
帯
し
て
。
悪
法
の
生
存
権
を
盾
に
と
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
法
廷
闘
争
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
門
前
払
い
を
食
ら
う
可
能
性
は
大
で

す
が
、
そ
れ
で
も

P
R
効
果
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
万
一
法
廷
で
の
論
争
が
可
能
に
な
っ
た
と
す

れ
ば
、
裁
判
の
一
時
的
な
勝
敗
は
別
と
し
て
原
理
的

に
我
々
の
主
張
の
正
当
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
財
政
上
そ
の
他
の
困
難
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
も
し
こ
の
よ
う
な
や
り
方
に
も
可
能
性
が
あ

る
と
し
た
ら
、
私
も
最
大
限
の
協
力
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
す
で
に
皆
さ
ん
の
中
で
詮
議
さ
れ
て
し
ま
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海
中
発
射
の
核
ト
マ
ホ
ー
，
＇
ク
（
巡
航

ミ
サ
イ
ル
）
は
日
本
へ
の
配
傭
が
加

速
し
原
子
力
潜
水
鑑
の
日
本
寄
港
が

増
加
し
て
い
る
。

今
年
は

11
月
12
日
横
須
賀
に
入
港

し
た
原
子
力
潜
水
匿
パ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

が

41
回
目
と
な
り

1
9
8
6
,
8
7

年
の

41
回
と
同
数
に
な
っ
た
，
こ
の

ま
ま
で
は
過
去
最
高
の
寄
港
回
数
を

突
破
し
て
、
ま
っ
た
＜
婿
し
く
な
い

新
記
録
を
更
新
し
て
し
ま
い
そ
う
で

あ
る
。
こ
こ
ら
で
な
ん
と
か
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
力
で
。

＊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
会
員
の
皆
さ
ん
へ
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24
回
（
う
ち
原
潜

24
回
）

6
回
（
う
ち
原
潜

6
回
）

11
回
（
う
ち
原
潜

11
回
〉

41
回
（
う
ち
原
潜

41
回
）

っ
て
い
る
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
応
ご
検
討

の
種
に
し
て
下
だ
さ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
か
げ
さ
ま
で
デ
イ
ピ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
は
、
こ
れ

ま
で
千
部
近
く
を
普
及
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
 

＊
 

デ
イ
ビ
ス

＊
 

だ
れ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
る

レ
ポ
ー
ト
の
広
め
方

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
自
治
体
の
議
員
さ
ん
を
．
こ

存
知
で
す
か
？
も
し
そ
う
い
う
人
が
身
近
に
い
れ

ば
、
デ
イ
ビ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
の
こ
と
を
話
し
て
議
会

で
取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
、
議
会
資
料
と
し
て
購

入
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

核
事
故
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
会
で
は
、
全
国
革

新
議
員
会
議
の
議
員
に
働
き
か
け
、
目
黒
区
（
東
京

）
・
上
福
岡
市
・
大
宮
市
（
埼
玉
）
・
流
山
市
・
佐

倉
市
・
白
井
町
（
千
葉
）
．
，
逗
子
市
（
神
奈
川
）
．

豊
田
市
（
愛
知
）
•
佐
賀
市
な
ど
の
自
治
体
の
議
員

に
デ
イ
ビ
ス
・
レ
ポ
ー
ト
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
あ
な
た
の
お
知
り
合
い
の
議
員
に
こ
の
レ

ポ
ー
ト
を
勧
め
て
み
て
く
だ
さ
い
◇
普
及
グ
ッ
ズ
な

ど
の
お
問
合
わ
せ
は
、

〒
一
五
0

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
！
九

パ
ル
青
山
五
0
二
核
事
故
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す

る
会

~
o
三
（
四
九
八
）
六

0
九
五

科
学
的
か
つ
衝
撃
的
な
内
容
が
広
い
反
響
を
呼
ん
だ

こ
と
も
確
か
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
部
な
専
門
書

が
短
期
間
に
こ
こ
ま
で
広
が
っ
た
こ
と
自
体
、
あ
ま

り
例
の
な
い
こ
と
で
す
。
会
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

普
及
の
努
力
を
し
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
は
、
人
か

ら
人
へ
、
一
部
ず
つ
じ
わ
じ
わ
と
広
が
っ
て
こ
こ
ま

で
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
財
政
的
に
も

な
ん
と
か
赤
字
を
出
さ
な
い
展
望
が
見
え
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
う
一
ま
わ
り
の
普
及
の
努
力
を
、
皆

さ
ん
が
た
に
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③
 

＇ 
＊
絹
集

＊
定
価

三
日
、
三
月
、
三
年
。
ま
た
は
「
三
号
雑
誌
」
な

ん
て
い
い
ま
す
が
、
反
ト
マ
通
信
も
こ
れ
で
満
三
年

と
な
り
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
綴
り
を
く
り

な
が
ら
、
「
そ
う
か
三
年
か
、
そ
う
か
よ
し
よ
し
」

な
ど
と
う
な
つ
き
あ
っ
た
絹
集
ス
タ
ッ
フ
約

x
名、

そ
れ
で
は
と
祝
杯
を
あ
げ
に
町
へ
消
え
て
い
く
か
と

い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
て
今
夜
も
う
な
だ
れ
て
机

に
む
か
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
各
地
で
編
集
を
ま
わ
り
も
ち
に
し
よ

う
な
ど
と
い
う
楽
し
い
話
も
出
た
全
国
会
議
。
こ
の

「
通
信
」
を
も
っ
と
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
無
い
知
恵
を
絞
り
つ
づ
け
ま
す
。
よ
ろ

し
く
シ
ッ
タ
、
ゲ
キ
レ
イ
、
お
便
り
を
！

（
絹
集
部
一
同
）

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
第
三
十
七
号

一
九
八
八
年
十
一
月
二
十
貝
荏
打
（
通
巻
二
十
八
号
）

＊
発
行
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
＇
・
全
国
運
動

〒
一
五
（
）
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
！
九

パ

ル

青

山

五

0
ニ
ト
マ
喰
い
虫
社

e
o三
（
四
九
八
）
六
0
九
五

0
四
四
（
六
三
）
五
一

0
1

反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
網
集
委
員
会

1
0
0
円
（
通
信
会
員
年
間
二
0
0
0
円）
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